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　本処理は、設定した内容を保存しませんので、その都度、必要なパラメータを設定します。

　 　の部分が主要な設定個目で、まず。前ページで示した処理種類のコンボボックスから、事項する処理

種類を選択します。

　次に、処理種類に応じて、ファイルを読み込みます。ただし、２ファイルのデータファイルが必要な場合、両方の

CSV ファイルのフォーマットは同じでなければなりません。

　ファイルを読み込み、項目が表示された左側のリストビューにおいて、対象となる項目を選択し実行します。

以下、処理毎の説明をします。

①�　「右側ファイルの項目番号をキーとして左側のファイルから一致するレコードと内部結合する（右側のキーは

一意）」が選択された場合、データベースソフトでの、内部結合処理同様に、２つのファイルの結合を行います。

　すなはち、右リストビューの選択された項目にある数値は（ユニークな数値）、左側のリストビューに表示さ

れたフィルの指定項目の数値（数値の重複可）と比較し、同じであれば、その一致した項目の代わりに、右リス

トの一致した数値が含まれる行を挿入します。

　前頁の 2 つのファイルを、おのおの２項目目を処理項目として指定したとすると、 の

数値部分が合致するので、

のように、合致した行のみで、右ファイルの合致した数値が含まれる行の、指定項目以外の項目を、左ファイル

の合致した数値項目に挿入し値を入れ替えます。

②�　「右側ファイルの項目番号をキーとして左側のファイルから一致するレコードを抽出する（右側のキーは一意）」

を選択した場合、①と同じように検索しますが、ファイルを結合するのではなく、左側ファイルの合致したレコー

ドを抽出します。

　というレコードが、左側ファイルより抽出されるということになります。

③�　「左側ファイルを指定した項目の前後で２ファイルに分割する（右側ファイルは不要）」を選択した場合、上記

と異なり、指定した項目を境にして、項目番号が小さい項目のファイルと大きい項目のファイルとに分割します。
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指定した項目は後ろのファイルに挿入されます。

　�　小さい項目のファイルのファイル名には、「処理ファイル名 _ １」, 大きい項目のファイル名には、「処理ファ

イル名 _2」というファイル名で作成されます。

④�　「ファイルをファイル末尾に結合する」を選択した場合、前のファイルの後ろに次のファイルを結合します。

項目同士の結合ではありません。

⑤�　「１レコードの項目を等分割して複数レコードに分ける」を選択した場合、各処理レコードを指定した項目数（レ

コードを等分割する時の項目数で設定）で等分割に分け、各々を１レコードとして書き出します。

　　等分割にしますので、指定する項目数は、必ず等分割となるような値でなければなりません。

 例えば、○○○○○▼▼▼▼▼□□□□□という１レコードを５項目で分割する場合、

○○○○○

▼▼▼▼▼

□□□□□

の３レコードにするような処理となります。

したがって、連続したレコードを考えた場合、

○○○○○▼▼▼▼▼□□□□□

○○○○○▼▼▼▼▼□□□□□

○○○○○▼▼▼▼▼□□□□□

・・・・・・・・・・・・・・・
○○○○○▼▼▼▼▼□□□□□

○○○○○▼▼▼▼▼□□□□□

○○○○○▼▼▼▼▼□□□□□

というレコードは、

○○○○○

▼▼▼▼▼

□□□□□

○○○○○

▼▼▼▼▼

□□□□□

・・・・・
○○○○○

▼▼▼▼▼

□□□□□

○○○○○

▼▼▼▼▼

□□□□□

のように展開されます。
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10）PDFファイル処理
　本処理では、PDF ファイルのファイル分割とファイル結合を行います。この PDF ファイルの処理には、オー

プンソースである iTextSharp を使用しております。従いまして、処理できる機能範囲などは、iTextDharp の機

能に限定されます。

　さて、2 つの機能は、ラジオボックスの選択を切り替えることで行います。

①�　ファイル分割では、設定された頁数ごとにファイルを分割して、出力フォルダーに作成します。各々のファイ

ルには、処理ファイル名に「_ 分割番号」（_1, _2, ……..）を付加したファイル名がつけられます。
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②�　ファイル結合では、「入力ファイル」ボタンをクリックして複数の PDF ファイルを選択します。選択したファ

イルパスが、ファイルパス一覧リストビューに表示されますので、結合する順番に並び替えたのち、実行ボタン

をクリックすると、１ファイルに結合された PDF ファイルを得ることができます。出力ファイ名は、「出力ファ

イル」ボタンをクリックして指定します。ファイルパスリストにおいて、不要なパスは、削除する行を選択し、「選

択行削除」ボタンをクリックします。

　‌�　ファイルパスのリストビュー内では、選択行を上にあげるには、「PageUp」キーを，下に下げるには

「PageDown」キーを使用して移動させます。

　（※）PDFファイルによっては、ページ番号の情報が付加されていない場合があり、そのようなPDFファイルは、
本処理が頁情報に基づいて処理を行っているため、分離結合ができません。
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11）ファイル形式変換
　本処理は、SpicyLibra にて扱うことのできるファイルを CSV ファイルに、また、CSV ファイルを

EXCEL(XML 形式 ) に、変換する処理を行います。

変換元ファイル形式コンボボックスにて、次の４種類から変換元のファイル形式を選択します。

　変換元のファイル形式は、SpicyLibraが処理ファイルとして認識可能なファイルを、すべて指定することが

できます。

　出力ファイルフォーマットは、変換元ファイル形式がリストの上３番目までは、

ということで、これも、SpicyLibraが扱うことのできる２つの CSV ファイルに限定されます。

　また、変換元ファイル形式が、4 番目の CSV ファイル形式から EXCEL ファイルへの変換の場合、

となります。

　この、EXCEL フォーマットへの変換には、SpicyLibra2020 より、Excel を利用した変換方法から OpenXML 対

応モジュールの ClosedXML を使用し会変換方法縫い変更しました。

　また、mdb.accdb データベースファイルを扱うには、AccessDatabaseEngin がインストールされていなければな

りません。

　なお、変換元ファイルにて、データベースを扱う場合には、テーブル名を、Excel データを扱う場合には「シート名」

または「範囲ブロック名」を、XML ファイルを扱うには、レコード識別「タグ名」をそれぞれ、設定しなければ

なりません。

EXCEL（XLS など）　→　CSV

データベースファイル（ACCDB など）　→　CSV

XML（レコード形式）　→　CSV

CSV　→　EXCEL（XML 形式）

ダブルクォーテーションでエスケープされていない CSV ファイル

ダブルクォーテーションでエスケープされた CSV ファイル

Excel 2007 における XML ファイル
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12）ファイル名処理
　ファイルを扱うプログラムを使用する場合、ファイル名の付け方が決まっていたり。あるいは、フォルダーに存在

するファイル名の一覧をリスト形式で与えたりしないといけない場合があります（例えば、画像ファイルを一つにし

た EPUB 形式のドキュメントを作成するフリーのプログラム ChainLP のようなものでは、この固定形式の番号が連

続するファイル名が要求されます）。

　このように、ファイル名自体に処理を実施する機能をまとめています。

　ファイル名処理は特定のフォルダーに存在するファイル群に対して処理を行いますので、当該フォルダーには処理

の対象となるファイル以外は保存しないようにしてください。

　まず。「フォルダー選択」ボタンをクリックし、処理するフォルダーを選択します。

　次に、処理方法を「ファイル名に含まれる連続番号の桁揃え」、「フォルダーにあるファイル名のリストを取得して

書き出す」の２つからラジオボタンをクリックして選択します。

①ファイル名に含まれる連続番号の桁揃え

　ここで扱うファイル名は、「ファイル基本名＋番号」という形式を有するものとします。ファイル拡張子には

依存しません。必ずこの形式のファイル名になっているということが条件となります。

　（例）ABCD1.csv,ABCD2.csv,ABCD3.csv・・・・のようなものです。

　●基本名では、桁数を揃える場合の数字以外の部分をテキストボックスに設定します。

　●桁数にて、揃える番号部分の桁数を設定します。

　　この設定した桁数よりも、すでにファイル名に振られている数字の桁数のほうが大きい場合には、そのファ

イル名はそのままとなります。

　例えば、桁数を３ケタに揃えると指定した場合、上記の例のファイル名は、

　ABCD001.csv,ABCD002.csv,ABCD003.csv,・・・・

のようになります。
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②フォルダーにあるファイル名のリストを取得して書き出す

　特定のフォルダーに存在するファイルのファイル名を取得しリストとしてファイルに書き出します。

　●�出力ファイルでは、取得したリストを書き出すファイル名を設定します。書き出すファイルは、Unicode

形式の CSV または TXT ファイルとなります。

　●リスト形式では、書き出すリストの形式を次の９つの方法から選択します。

・ファイル名をカンマ区切りの１行で出力 (*.csv)

・ファイル名をタブ区切りの１行で出力 (*.txt)

・ファイル名を 1 ファイル１行の複数行で出力 (*.txt)

・拡張子を省略したファイル名をカンマ区切りの１行で出力 (*.csv)

・拡張子を省略したファイル名をタブ区切りの１行で出力 (*.txt)

・拡張子を省略したファイル名を 1 ファイル１行の複数行で出力 (*.txt)

・ファイルフルパスをカンマ区切りの１行で出力 (*.csv)

・ファイルフルパスをタブ区切りの１行で出力 (*.txt)

・ファイルフルパスを 1 ファイル１行の複数行で出力 (*.txt)

　これらのリスト形式の違いは以下になります。

　■１行にまとめる場合

　　区切りを半角カンマにする→「ABCD001.csv、ABCD002.csv、ABCD003.csv、・・・・」

　　区切りをタブにする→「ABCD001.csv	 ABCD002.csv	 ABCD003.csv	 ・・・・」

　■行を分けて書き出す場合

　　　ABCD001.csv

　　　ABCD002.csv

　　　ABCD003.csv

　　　・・・・・・・

　そして、このファイル名の部分が、拡張子を含めたファイル名（ABCD001.csv）なのか、拡張子を除いたファイ

ル名（ABCD002）なのか、あるいはファイルの絶対パス名（D\HARDDISKA\TEST\ABCD003.csv）なのかの違い

があるということになります。
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13）PDFウオーターマーク
　PDF ウォーターマークでは、既存の PDF ファイルを複数コピーして配布したりする場合に、簡易的な

DRM(Digital Right Management) として、コピーした PDF ファイルのそれぞれ一つずつに異なった ID 番号などを

WaterMark（透かし）として挿入したり、あるいは異なるパスワードを付加したいという要求にこたえるものです。

　これまで、このようなことを行うには、必要部数の PDF をコピーし、一つずつの PDF ファイルにアクセスし、

WaterMark を入れたり、パスワードを設定しなければなりませんでした。本機能を使用することにより、挿入す

る WaterMark やパスワードを CSV ファイルで用意するだけで、一括して個別の WaterMark, パスワード付加が行

えることとなります。

　

　挿入できる WaterMark は「テキスト」、「画像」、「PDF」の３種類の中からひとつを選択します。パスワードに

関しては、これらの WaterMark の処理と同時に付加することが可能です。

　また、これらの WaterMark やパスワードは、バリアブルの値として与えることも、固定の値として与えることも、

どちらも可能となっています。

　バリアブルで WaterMark やパスワードを与える場合には、付加する WaterMark やパスワードの一覧を CSV 形

式のファイルとして用意しておく必要があります。固定の場合には、この設定画面で指示します。

　このバリアブルデータ CSV ファイルには、使用する値以外の項目が含まれていてもかまいません。項目番号で

処理に必要な項目を指定するからです。バリアブルデータ CSV ファイルは、
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「WaterMark テキスト ,WaterMark 画像ファイルパス , パスワードテキスト ,・・・・・」

と必要な項目が含まれているもので、画像ファイルパスは、格納フォルダーを設定画面で指示しますので絶対パス

ではなく、ファイル名のみの記入とします。

例えば、

ID01002,ABCD1.jpg,X1E3TRf,・・・・・

ID01004,BCFGS.jpg,9Hjkv5r,・・・・・

ID01006,FGGGGE.jpg,ggfre43s,・・・・・

ID01009,SERACH2.jpg,Ku2Ft66d,・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

のようなファイルということになります。当然、上記の例のように、WaterMark テキスト ,WaterMark 画像ファ

イルパス , パスワードテキストすべてが記入されている必要はなく、挿入するタイプの WaterMark リソースの項

目だけでよいことになります。

　バリアブルデータCSVファイルを使用することで、PDF配布先と ID番号、パスワードなどの管理が融合でき、
秘密文書や特定グループ向けのPDFの管理がスムーズに処理できることとなります。

　なお、PDF ファイルを WaterMark として挿入する場合には、ひとつの挿入用 PDF ファイルを準備し、可変のオ

ブジェクトとして挿入するのは、その中の連続したページデータとなりますので、このバリアブルデータ CSV ファ

イルで設定するのではなく、画面にて設定します。

①テキスト WaterMark

・「設定項目」でテキストのラジオボタンを選択します。

・次に、可変データとしてテキストを扱う場合には、「可変項目番号」の数値コントロールに１から始まる項目番

号で該当する CSV データの項目番号を設定します。可変データ中のテキストデータは、改行を半角縦棒「|」で

入力することで、複数行の表示が可能です。

　　固定データとして、画面より固定テキストを設定する場合には、この数値コントロールの値を０にします。

・固定データの場合には、「固定データ」のテキストボックスに挿入するテキストを入力します。複数行のテキス

トを入力することが可能となっています。可変データの場合には、何も記入しません。

・「挿入 XY 座標」で挿入するテキストブロックの原点をポイント値で設定します。この原点は、行揃えによって

変わり、行揃えが左揃えの場合には、テキストブロックの左上隅をさし、センター揃えの場合には、テキストブ

ロックのセンター上を、模擬揃えの場合には、テキストブロックの右上をさします。

　また、PDF ページの原点は、左上を原点とし、右方向（X), 下方向（Y) を正とした座標空間とします。

・「オプション」で。挿入するテキストの属性を設定します。設定できるのは、角度、透明度、文字サイズ。フォント、

文字色、行揃えの属性となります。

　注意するのは、フォントと文字色が限られているという点です。

　フォントは、「MS　ゴシック」、「MS　P　ゴシック」、「MS　UI　ゴシック」、「平成角ゴシック（W5)」、「MS　

明朝」、「MS　P　明朝」、「平成明朝 (W3)」、「小塚明朝レギュラー」の８フォントに限られ、文字色は、「白」、「薄

灰色」、「灰色」、「暗灰色」、「黒」、「赤」、「ピンク」、「オレンジ」、「黄」、「緑」、「マゼンタ」、「シアン」、「青」の

13 色に限られます。
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②画像 WaterMark

　画像ファイル（JPEG など）を WaterMark として挿入します。テキスト同様に、１ファイルを固定画像として、

すべてのコピー PDF に挿入する方法と、異なった画像ファイルをそれぞれに挿入する方法とが選択できます。

・「設定項目」の画像ラジオボタンを選択します。

・「可変項目番号」を固定画像を挿入する場合には「0」を。可変データとして挿入する場合には、ファイル名を記

述した項目の番号を「１」から始まる項目番号で設定します。

・「画像フォルダー取得」で、可変画像ファイル挿入を行う場合の画像ファイルが存在するフォルダーを取得し設

定します。この場合、下の「画像ファイル取得」を行う必要はありません。また、可変画像のデータファイルに

は、ファイル名のみが記述されていればよいことになります。

・「固定データ」の項目で、「画像ファイル取得」では、固定の画像ファイルを挿入する場合に、挿入する画像ファ

イルを取得し設定します。固定の画像ファイルを挿入する場合には、上の「画像フォルダー取得」を行う必要は

ありません。

・「挿入位置 XY」で、画像を表示する位置を画像の左上の座標で設定します。

・「オプション」で、画像の属性を設定します。設定できるのは、角度、透明度、画像の幅と高さ（幅・高さとも

ポイント）となります。

③画像 PDFWaterMark

　　PDF ファイルの特定のページを WaterMark として挿入します。テキストや画像同様に、すべてのコピー PDF

に同じ挿入 PDF のページを挿入することも、挿入する PDF のページを切り替えて可変ページとして挿入するこ

とも可能です。

・「設定項目」の PDF ラジオボタンを選択します。

・「可変項目番号」で固定ページを使用する場合には、「固定ページ」チェックボックスにチェックを入れます。可

変ページを挿入する場合には、チェックを入れません。。

・「開始頁」で、固定の場合には挿入する PDF のページ番号を、可変の場合には、開始する PDF のページ番号を設

定します。

　可変ページを選択した場合、この開始ページから始まり、１ずつカウントアップしたページが、コピー PDF に

挿入されていきます。

・「固定データ」項目の「PDF ファイル取得」では、挿入する PDF ファイルを取得し設定します。

・「挿入位置 XY」で、PDF ページを表示する位置を画像の左上の座標で設定します。

・「オプション」で、PDFページの属性を設定します。設定できるのは、PDFページの幅と高さのスケールとなります。

スケール値は、1.0 が原寸で、最大 2.0 までの値を設定できます。指定方法が画像の場合と異なるので注意して

ください。

　　また、透明度設定ができませんので、濃度が問題の場合には、予め、挿入する PDF の方で調整しておくこと



－ 237 －

が必要となります。

④パスワード

　　パスワードはパスワード単体では設定できませんので、必ず、①～③のいずれかの WaterMark 挿入と同時に

行ってください。

　　どうしてもパスワードのみを付ける場合には、テキスト WaterMark を選択し、固定文字列としてスペースを

設定することで可能となります。

　　パスワードも、WaterMark 同様に、固定のパスワードを設定することも可変のパスワードを設定することも

可能です。

　　またパスワードには、PDF ファイルオープン時にパスワードを聞いてくるユーザーパスワードとデータを暗

号化するためのオーナーパスワードが設定できますが、可変データで設定できるのは、ユーザーパスワードのみ

となり、オーナーパスワードは必ず固定の値を設定します。

・「設定項目」のパスワードチェックボックスにチェックをします。

・「可変項目番号」で、ユーザーパスワードの値を可変とする場合には、「0」以外の項目番号を。固定の場合には「0」

を設定します。

・「固定データ」項目の「ユーザーパスワード」のテキストボックスには、固定パスワードを設定知る場合のパスワー

ドを記入します。「オーナーパスワード」には、ユーザーパスワードの固定 / 可変を問わず、暗号化が必要な場

合には記入しておきます。不要の場合には未入力のままとしておきます。ただし、オーナーパスワードだけの設

定はできません。

・「オプション」では、その他の PDF のセキュリティ属性変更として、印刷許可、コピー許可を設定できます。こ

のチェックボックスにチェックがない場合には、コピーされた PDF は、印刷・コピー属性は不可となっています。

【その他共通事項】

　ダイアログ画面の下部は、すべての WaterMark 処理の共通事項設定事項となっています。

●コピー部数

　作成する PDF のコピー部数を設定します。１部から 10,000 部までの部数が設定可能です。

●前面に表示

　このチェックボタンをチェックすると、挿入する WaterMark はページオブジェクトの前面に挿入されます。た

だし、前面、背面の意味合いは、使用している iTextSharp ライブラリーの実装する処理方法となります。

●可変データファイル

　WaterMark,パスワードを可変データとして挿入する場合の値の設定してあるCSVファイルを取得し設定します。

●コピー元 PDF ファイル

　コピーをする PDF ファイルを取得し設定します。コピーする PDF ファイルはセキュリティがかかっておらず、

通常に読めるものとします。パスワードなどのかけられているものは扱えません。
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●出力フォルダー

　コピーした PDF を保存するフォルダーを取得し設定します。

●可変出力ファイル名

　「可変出力ファイル名」チェックボックスにチェックがある場合には、出力するファイル名もユーザーが指定す

る CSV ファイルにひとつずつ書かれているファイル名でコピー PDf ファイルを作成します。

　この場合には、そのファイル名が書かれている項目番号を指定します。これは、コピー出力するファイル名を、

次で述べるような機械的な命名ではなく、独自のファイル名で指定したいような場合に利用します。

●出力ファイル基本名

　可変出力ファイル名ではない通常の出力ファイルは、「基本ファイル名　＋　接続文字　＋　枝版」（デフォール

ト）または、「枝番　＋　接続文字　＋　基本ファイル名」のどちらかの形式で作成された名前のファイル名と

なります。

　出力ファイル基本名は、この出力ファイルの固定部分のファイル名「基本ファイル名」を設定します。

●基本名枝番接続文字

　基本ファイル名と枝番をつなげる文字を設定します。

●出力ファイル枝番開始番号

　コピー PDF ファイルにつけられる枝番のスタート番号を設定します。

●出力ファイル枝番桁数

　枝番を固定桁数で付ける場合に、桁数を指定します。「0」の場合は有効数字の桁数をそのまま使用しますので、

桁数は固定とはなりません。

●枝番先頭

　「枝番先頭」チェックボックスにチェックがあると、出力ファイル名の基本名と枝番部分の順番をデフォールト

から変更し、「枝番　＋　接続文字　＋　基本ファイル名」として作成します。

【設定保存簿ボタン】

　この画面で設定した内容をファイルとして保存します。

【設定読み取りボタン】

　保存した設定ファイルを読み取り、画面に表示します。

14）PDF 画像変換

　電子書籍など 1 頁毎に画像化したものを集積して作成するという方法も考えられ、その場合、PDF ファイルをペー

ジごとに分割し、連続番号を付した画像ファイルに変換したデータを必要とします。

　ここでは、この変換を簡便に実行することを目的として、以下の画像形式の連続ファイルの生成を行います。

　【変換先画像ファイル形式】

　・SVG

　・JPEG

　・Photoshop

　・PNG
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　・GIF

　・EPS

① SVG 変換

　「メニュー　→　ユーティリティ　→　PDF 画像変換」を選択すると、SVG 変換のダイアログ画面が表示され

ます。

　ダイアログは、画面上部のすべての画像変換に共通の部分と画面下部の個別画像変換で異なる設定部分とに分

かれます。

　個別画像変換固有の設定部分は、変換固有のパラメータを設定するもので、この部分の切り替えは、共通部分

の「出力ファイル形式」コンボボックスにて変換先画像指定を切り替えるごとに、変換先画像処理に適した設定

画面に切り替わります。

【共通部分】

変換元ファイル：ファイル選択ボタンをクリックし、変換ソース PDF ファイルを選択します。

出力ファイル形式：変換先画像ファイル形式を選択します。

出力ファイル基本名：変換された画像ファイルは１頁毎にファイル化されますが、そのファイルの基本名部分を

設定します。実際のファイル名は、この基本名に連続番号が付加されたユニーク名となります。

開始頁：画像処理を行う PDF の開始頁

終了ページ：画像処理を行う PDF の終了頁

出力フォルダー：変換した画像ファイルを保存するフォルダー。

「戻る」ボタン　→　ダイアログを閉じます。

「実行」ボタン　→　変換処理を開始します。



【個別部分】

　個別部分の設定は変換する画像フォーマット固有の処理パラメータで、パラメータ自体の詳細な意味に関して

は、Illustrator のマニュアルを参照してください。

文字：フォントの書き出し方法を「Adobe CEF/SVG/ アウトラインに変換」から選択指定します。

サブセット：書き出す SVG ファイルに埋め込む文字（特定のフォントの文字）を指定します。

 「なし（システムフォント）/ 使用される文字のみ / 英数字 / 英数字と使用される文字 / 英数字と欧文特殊文字

/ 英数字、欧文特殊文字と使用される文字 / すべての文字」から選択します。

エンコーディング：SVG ファイルで文字をエンコードする方法を「ISO8859-1/UTF-8/UTF-16」から選択指定し

ます。

圧縮：圧縮フォーマットにするか。

画像埋め込み：ラスタライズされた画像をファイルに直接埋め込むかどうか。

② JPEG 変換

JPEG ファイルに変換します。

　なお、これ以降、個別設定項目のみを説明します。

アートボードクリッピング：アートボードをクリッピングします。



③ Photoshop 変換

Photoshop 形式に変換します。

解像度：書き出すファイルの解像度を指定します（72 ～ 2400ppi）。 

カラースペース：「RGB/CMYK/ グレイスケール」から選択します。

ICC プロファイルを埋め込む：カラーマネジメントされたドキュメントを作成します。 

④ PNG 変換

PNG 形式に変換します。

背景透明：背景を透明にします。 

背景色：背景色をカラーピッカーにて選択します。

アートボードクリッピング：アートボードクリッピングを行います。 



⑤ GIF 変換

GIF 形式に変換します。

インターレース：インターレース変換します。 

色数：色数を 256 色の中から指定します。

ディザ方法：「縮小なし / ノイズ / パターンディザ / デヒュージョン」の中から選択します。 

減色方法：「アダプティブ / パーセプチュアル / 選択 /Web」の中から選択します。

背景透明：背景を透明にします。

背景色：背景色をカラーピッカーにて選択します。

アートボードクリッピング：アートボードクリッピングを行います。

⑥ EPS 変換

EPS 形式に変換します。

個別のパラメータ設定はありません。
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⑥外字処理

　レガシーなデータ及びリンク形式外字フォントをクライアントから供給される仕事を行う場合、リンク外字
フォントは、InDesign の取り扱えないフォント形式であるため、TTEdit などのフォント作成ツールにて、外字フォ
ントを１フォント形式のフォントに変換して使用する必要が生じます。
　外字フォントをリンク形式でないフォントとしたため、外字フォントは独立した単独のフォントとなることに
なります。
　通常、データには、外字フォントが単純に文字コードとして羅列されているだけというのが通常です。
　そのため、データの外字に該当する文字を識別するデータを（すなはちフォント切り替えの記号）をデータ中
に埋め込まないといけない、それも InDesign が識別できる記号を挿入しなければならないという困った問題が
発生します。
　プログラムを組める方が社内に存在し、個別に対応できる環境にあればよいのですが、そうでない場合には、
いかんともしがたい状況になってしまいます。
SpicyLibra では、この問題の解決策として、外字の使用頻度の高い人名の処理に関しては、標準・カスタム人名
字取処理及び SpicyTag での人名処理においては。自動フォント変換機能にて対応可能となっております。
　しかしながら、それ以外の文字列単純挿入などでは、この機能が有効ではありません。　そこで、外字処理ユー
ティリティでは、処理データに対して、事前に外字文字のチェックを行い、書体設定並びに文字スタイル設定と
いった SpicyTag にて当該文字列を囲み、外字フォントの書体変更処理を SpicyTag を利用したデータとして対応
できるようになっております。
　また、すでに外字文字を使用して InDesign のドキュメントになり、外字部に適切なフォントが適用されてい
ないために文字化けを起こしているような場合に対応できるように、InDesign ドキュメント内の外字文字を検
索し、外字フォントを適用する処理も用意しております。
　さらに、SpicyLibra の処理中に行える UNICODE 変換テーブルを利用した、処理データの UNICODE 変換処理
機能をユーティリティとして、単独で使用できるようになっています。

　次図は、リンク形式の外字フォントを利用して MicroSoft Office でサンプルを表示したものです。

　次図左は、リンク形式の外字フォントを利用して InDesign でサンプルを表示したもので、右は、１フォント
形式の外字フォントにし、InDesign でサンプルを表示したものです。

=243=



－ 244 －

● SpicyTag 挿入

　処理する CSV またはタブ区切りファイル中の UNICODE の私用領域文字 (U+E000 ～ U+F8FF) 範囲内の「適用
文字範囲」にて設定された文字コードの範囲を検索し、検索された文字列を設定された SpicyTag で囲んで出力
します。
　私用領域の文字列が、項目区切りを挟んで連続する場合、一旦。項目区切り文字の前で、SpicyTag を閉じ、
次の項目データの先頭に、開始の SpicyTag を挿入します。

　挿入する SpicyTag は「開始タグ」と「終了タグ」のテキストボックスに設定します。
項目ごとに、設定した SpicyTag 内の属性値を固定で挿入したい場合には、データの全項目が対象となります。
例えば、開始タグとして <cstyle name=" 外字 ">、終了タグとして </cstyle> を設定している場合、

　　　　あいうえお<cstyle name=" 外字 "> </cstyle>,<cstyle name=" 外字 "> </cstyle>

のように、単純に、検索された私用領域文字列に対して、設定した SpicyTag を文字列の前後で囲んで出力します。
　これに対して、適用項目を指定したり、SpicyTag 内の一部を可変にしたい場合には、設定する SpicyTag 内の
可変項目を #1 から、#2,#3,・・・という具合に増加させたプレースホルダーの字列を挿入して指定します。
　例えば、SpicyTag で書体切り替えを１項目目と３項目目にしたい場合を考えます。
開始タグは、<font name="#1” style="#2” >、終了タグは、</font.> になります。
そして、検索対象の項目番号と、#1,#2 のプレースホルダーに挿入する値は、「項目ごとにプレースホルダ―文
字（#）を変える」チェックボックスにチェックを入れ、その下のテキストボックスにて、指定する値を設定し
ます。

　　　　1, ＭＳ明朝 /標準 ;3, 小塚ゴシックPro/R

のように、

　　　　�項目番号 ＋ 半角「,」 ＋ #1 置換文字列 ＋ 半角「/」 + #2 置換文字列 ＋ 半角「;」 ＋ 項目番号 ＋ 半角「,」 
＋ #1 置換文字列 ＋ 半角「/」 + #2 置換文字列

の形式で記述します。
=244=
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　処理するデータの文字エンコード及び処理したデータの出力エンコードを、それぞれ入力文字エンコード・出
力文字エンコードのコンボボックスにて選択します。選択可能なエンコードは、Utf-16(LE) 及び Shift-JIS です。
　Shift-JIS に出力する場合には、対応する Shift-JIS の範囲内か注意してください。
　また、本処理では私用領域内の範囲も適用文字コード範囲で設定するころが可能です。
　なお、データ項目の欄は、処理ファイルを選択したときに、選択されたファイルの１レコード目の項目を参考
にするために表示します（具体的な処理とは関係ありません）。

　面最下部の４つのボタンは、外字処理コントロール各画面で共通となり、「戻る」ボタンは、ユーティリティ
画面を閉じ、SpicyLibra のメイン画面に戻ります。

「設定保存」ボタンは、画面にて設定した値をファイルに保存します。
「設定読込」ボタンは、保存した設定ファイルから値を読みだして画面に表示させます・
「実行」ボタンは、処理を実行します。

● UNICODE 変換

　UNICODE 変換は、SpicyLibra の UNICODE 変換テーブルを使用して、あらかじめ、処理データに対して変換テー
ブルを使用した返還を施したデータファイルを作成します。
　従いまして、SpicyLibra のテーブルメニューから、UNICODE 変換テーブルを事前に作成しておく必要があり
ます。
　「変換テーブル」ボタンにて、変換に使用する UNICODE テーブルファイルを選択します。選択されたテーブ
ルの内容は、画面左のグリッドテーブルに表示されます。このグリッドテーブルは表示のみで、編集などはでき
ません。
　入力文字エンコード及び出力文字エンコードのコンボボックスにて、入出力ファイルの、それぞれの文字エン
コードを指定します。
　設定できるエンコードは、Utf-16(LE) 及び Shift-JIS の２種類となります。
　処理ファイルを選択し、「実行」ボタンをクリックして処理を実行します。
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　その他のボタンは、上記項目で説明したとおりです。

●ドキュメント内の私用領域文字フォント変換

　この処理は、上記項目のいずれの処理も、SpicyLibra の処理を行う前の処理ファイルに対するものであったの
と異なり、すでに、何らかの方法で InDesign ドキュメントになったドキュメントファイルに対して、その中に
含まれる UNICODE 私用領域に該当する文字を検索し、書体変更を行うものです。

　まず、適用文字コード範囲を UNICODE の私用領域範囲の中で設定します。
　次に、適用するフォントを設定します。InDesign よりフォントリストを取得していない場合には、フォント
リストを「フォントリスト取得」ボタンをクリックして取得しておきます。
　ひょじゅん・カスタム人名字取処理におけるパラメータ設定でのフォントリスト取得処理と一部異なり、基底
フォントは、ドキュメントフォントをリストアップします。
　従って、「フォントリスト取得」ボタンをクリックすると、次のフォントリスト取得先を指定するダイアログ
画面が表示されます。
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　「基底フォントのみ」を選択実行すると、私用領域適用フォントに関するコンボボックスやテキスト簿㏍巣に
は影響しませんが、基底フォントに関するコンボボックスやテキストボックスの値は、消去されます。
　逆に、「私用領域適用フォントのみ」を選択実行すると、基底フォントに関するコンボボックスやテキスト簿
㏍巣には影響しませんが、私用領域適用フォントに関するコンボボックスやテキストボックスの値は、消去され
ます。
　「両方」を選択実行した場合には、基底フォント及び私用領域適用フォントをに関するコンボボックスとテキ
ストボックスのすべての値が、消去されます。

　基底フォント欄では、該当する私用領域文字が適用されているフォントをコンボボックスにて設定します。
　この基底フォントが適用されている私用領域文字に対して、あらたに適用するフォントを私用領域適用文字の
欄にて設定します。
　基底フォントおよびそれに対応した私用領域適用フォントは２組まで設定できます。
　また、基底フォントの欄にて設定されていないフォントに私用領域文字があった場合にも、適用フォントを変
更する場合には、「それ以外」の行にある私用領域文字適用のフォント選択コンボボックスにて、適用するフォ
ントを選択しておきます。

　その他のボタンの機能は、上記項目で説明したとおりです。

※基底フォントのコンボボックスに設定されたフォントリストは、設定の保存で保存されますので、設定の読み
取りで、保存した値がコンボボックスに設定されます。ただし、基底フォントは、処理するドキュメント固有の
フォントリストになりますので、処理を実行するドキュメントが異なる場合には、都度、ドキュメントのフォン
トリストを取得する必要があります。
　私用領域適用フォントのコンボボックスに設定されたフォントリストは、システムのフォントリストとなりま
すので、ひとたび、フォントリストを取得しておけば、ファイルに保存されますので、本処理用のタブ画面を選
択表示することで、この保存されたフォントリストファイルから、自動的に読み込まれますので、システムのフォ
ントに変更がない限り、フォントリストの取得を行う必要はありません。
※なお、　本処理は、ドキュメントのStory で管理されるすべての文字を読み取りチェックしますので、時間が
かかる処理となりますので注意してください。
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●私用領域文字テーブルコード変換

　メインメニューの「テーブル編集」－「私用領域コード変換テーブル」で作成した変換テーブルを用い、
UNICODE エンコーディングデータの私用領域（U+E000 ～ U+F8FF）にある文字コードデータを、私用領コード
範囲で文字コードの変換を行うものです。
　これは、UNICODE 私用領域のキャラクターマッピングが異なる外字を用いるデータを扱うときに、コード変換
を行って統一された外字コードマッピングデータに変換することで、外字フォントの統一的な使用を図ることを目
的としています。

１）「変換テーブル」選択ボタンで、使用する変換テーブルを開きます。
ファイルが開くと、変換テーブルの内容がグリッドビューに表示されます（表示のみで編集はできません）。

２）入力文字エンコーディング
変換元ファイルの文字エンコーディングを選択します。
変換対象となるのは、UNICODE(UTF-16) か SHIFT-JIS エンコーディングとなります。

３）出力文字エンコーディング
変換先ファイルの文字エンコーディングを選択します。
選択できるのは、UNICODE(UTF-16) か SHIFT-JIS エンコーディングとなります。

４）処理ファイル選択
「処理ファイル選択」ボタンをクリックし、変換元のファイルを選択します。

５）実行
「実行」ボタンをクリックすると、出力ファイル設定ダイアログが表示されますので、出力ファイルを設定する
と変換処理が開始されます。

６）戻る
「戻る」ボタンをクリックし、メイン画面に戻ります。

※なお、画面で設定した内容は、「設定保存」ボタンをクリックし、保存先ファイル（**.prv）を指定することで
保存可能です。保存された設定ファイルを開くには、「設定読み取り」ボタンをクリックし、保存ファイルを選択
します。ただし、出力ファイルパスは保存されません。

=248=
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第 12 章　ツール

１．個別郵便番号テーブル作成
　大口事業者などは、個別に郵便番号を取得している場合があります。この個別番号は郵政公社により、データファ

イル（JIGYOSYO.CSV）として公開されています。

　ツールフォルダにある「SpecialBarZip.exe」プログラムは、この郵政公社により公開されている個別郵便番号ファ

イルを利用して、SpicyLibra の「個別郵便番号テーブル」ファイルを作成します。

　まず、最新の個別郵便番号ファイルを郵政公社のホームページよりダウンロードしてください。この時、従来の

個別郵便番号ファイルに対する差分のデータファイルと完全な全てのデータが記載されているデータファイルがあ

りますが、差分ファイルには対応しておりませんので、必ず、完全データファイルをダウンロードしてください。

　郵政公社が公開している個別郵便番号ファイルのデータには、公開を拒否している事業者のデータは入っており

ませんが、「SpecialBarZip.exe」では、この非公開の個別番号にも対応できるようになっています。

①　非公開個別郵便番号ファイルの設定

　「SpecialBarZip.exe」を起動し、ユーザー個別番号データ入力を画面上部の「ユーザー追加個別番号」枠の
処理部分で入力・編集します。
　新規の場合は、まず「追加ファイル指定」を選択し、適宜なファイル名を付け新しいデータファイルを作成
します。次に「追加ファイル編集」を選択し、新しいデータを入力してください。また、追加・修正の場合は、

「追加ファイル指定」から対象となるファイルを指定してくだい。
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②　SpicyLibra 用個別郵便番号ファイルの作成

　画面下部より、「変換元ファイル指定」にて郵政公社よりダウンロードしたデータファイルを選択し、「変換
先ファイル指定」にて変換後のファイル名を指定します。通常は、変換前と同じファイル名「zipspecial.xml」
を指定します。
　次に、「実行」ボタンをクリックして、個別郵便番号ファイルを作成します。
　なお、①の「追加ファイル指定」でユーザー個別番号ファイルが選択してある場合には、郵政公社のデータ
を変換した最後に、ユーザー個別番号を変換したデータを付加します。
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２．フォルダー監視設定および実行
　ホットフォルダー機能を使用するための監視フォルダーの設定方法と監視の実行に関して説明します。

　ホットフォルダー機能自体の説明は、「ホットフォルダー機能」を参照してください。

　「MakeCommandFile.exe」で作成した「自動処理コマンドファイル」、あるいは、これと同じような処理命令ファ

イルを作成するお客様が作成したアプリケーションプログラムと、「SpicyLibra 」の「フォルダー監視設定」

の各設定を組み合わせて使用します。

　ただし、「PDF面付け」はこの自動処理の対象とはなりません。

①　監視フォルダー
　監視するフォルダーを選択します。FTP サーバーを使用の場合には、FTP サーバーの該当フォルダを選択しま
す。

②　保存フォルダー
　自動処理のために投入された、処理命令ファイルと処理ファイルを保存しておくフォルダーを選択します。

③　処理定義ファイルフォルダー
　自動処理に使用する SpicyLibra定義ファイル（*******.sld）が存在するフォルダーを選択します。

④　監視実行
　監視モードでない場合には、実際の監視モードに入ります。
　監視モードの場合には、監視モードを抜けます。

※自動処理のフォルダーに関して
　自動処理を行う場合、同一ファイル名でのバッティングを避けるため、出力フォルダー、保存フォルダーの
どちらにも、一つ一つの処理単位で、そのフォルダーの中に処理した日付・時間を元に作成した名前のフォル
ダーを作成し、ファイルを作成します。
　詳細は、「ホットフォルダー機能」を参照してください。
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⑤　「自動処理コマンドファイル作成（MakeCommandFile.exe）」

　本プログラム（MakeCommandFile.exe）と次に述べる⒜で作成した定義ファイル一覧ファイル（DefineFile.
txt）を、コンピュータにコピーし、本プログラムを起動します。
　本プログラムで作成した、定義ファイル選択用の DefineFile.txt と本プログラムを処理用のデータを送信する
ために、ネットワークに接続されたコンピュータやローカルなコンピュータに配布することができます。
　ただし、本プログラムは、あくまでもユーザーが独自のファイル送信プログラムを作成するためのサンプルで
あり、必要最低限の機能しかありません。
　本プログラムを参考にして、リッチなファイル送信プログラムを作成してください。ただし、InDesignをドキュ
メントサーバーのように利用することは Adobe 社のクライアント版 InDesign では認められておりませんので、
注意してください。

⒜�　メインメニューの「ツール」を選択し、初めて定義ファイル一覧を登録するとき、および、定義ファイル一
覧が更新されるごとに実行します。

　このメニューで選択するフォルダーには、定義ファイル一覧に登録するすべての定義ファイルを一つの
フォルダーに集めておき（実際の、さまざまな定義ファイルをコピーしておきます）、そのフォルダーを選
択します。
　プログラムは、指定されたフォルダーから、そのフォルダーに保存されている定義ファイルのリストを作
成し、DefineFile.txt を作成します。
　次回以降は、この作成された DefineFile.txt を読み込み使用しますので、変更がない限り、このメニュ操
作は必要ありません。

⒝　定義ファイル名
　⒜で指定したフォルダに含まれる「定義ファイル（＊ .sld）」の一覧表示されますので、必要な定義ファイ
ルを選択してください。
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⒞　処理ファイル名
　「処理ファイル名」と表示されている囲み枠の中をクリックすると、自動処理する対象となるデータファイ
ルを選択できる画面に移りますので、必要なファイル種とファイル名を選択してください。

⒟　出力ファイル名、プレビュー情報
　「定義ファイル（＊ .sld）」で設定した出力ファイル名と異なるファイル名を付けたい場合は、この欄にその
ファイル名を入力してください。未入力の場合は、「定義ファイル（＊ .sld）」で設定した出力ファイル名が付
けられます。出力ファイル名は、作成するインデザインのドキュメント名となります。.indd の拡張子は付け
ずに、ドキュメント名のみか、絶対パスにて「d:\abc\ ドキュメント名」のように記述してください。
　逆に、プレビューを設定する際には、拡張子（.preview、.pdf）付きの絶対パスで記述してください。

⒠　開始番号・終了番号・マスター名・画像フォルダーパス・テキストフォルダーパス
　「定義ファイル（＊ .sld）」で設定した「開始」と「終了」のレコード番号、あるいはマスター名を変更した
い場合は、各欄にその番号や名前を入力してください。
　画像フォルダーパスとテキストフォルダーパスを、それぞれ定義ファイルの設定フォルダーと変更する場合
に、設定してください。

⒡　開く・保存
　各設定を「自動処理コマンドファイル」として、保存・呼び出しを行います。

⒢　処理命令ファイルの詳細
　この処理命令ファイルは、以下のような XML ファイルとなっていますので、この XML ファイルにならっ
てユーザーで、Visual Basic や Visual C++, C#, Java などを用いて、送信プログラムを独自に作成し利用するこ
とができます。

⒣　ローカルコピー
　同じコンピュータに監視フォルダーがあり、そこに配信する場合は、ファイルメニューの「ローカルコピー」
を選択します。 

　作成した処理命令ファイルと処理ファイルをそれぞれ選択します。処理命令ファイルを選択することにとっ
て、両方が表示されます。
　次に、監視フォルダーに設定されているフォルダーを選択して、「実行 ｣ ボタンをクリックしてください。
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⒤　FTP 送信

　別のコンピュータに FTP サーバーの監視フォルダーがあり、そこに配信する場合は、ファイルメニューの
「FTP 送信」を選択します。 
　ローカルコピーの場合と同様に、送信するファイルを選択します。
　「FTP サーバーアドレス、ログオンユーザー名、パスワード」を入力した後、「送信 ｣ ボタンをクリックします。
　FTP サーバーのアドレスなどは、「設定の保存」をチェックしておくと、次回からは入力が不要となります。

※　FTP 送信など自動処理を行う場合、InDesign のサーバー的使用方法は、Adobe
社によって認められておりませんので、ネットワーク環境での使用の場合には、充分注
意をしてください。弊社では、ユーザー様の使用法につきましては一切の責任を負いま
せん。
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3．TEX エディタ（SpicyEPSEDit.exe）の使い方
　TEX エディタ（SpicyEPSEdit）は、SpicyLibraによって InDesign ドキュメントに貼り込まれた TEX データ変

換の EPS 画像を修正する必要が起き場合に、当該 EPS 画像の貼り込み時に同時に埋め込まれた非表示の TEX ソー

スデータを取得し、再編集したのち再度 TEX 変換プログラムを使用し EPS 画像に変換し、貼り込まれた EPS 画像

の代わりに貼り込みを行うものです。

　本プログラム（SpicyEPSEdit）は、SpicyLibraによって貼り込まれた EPS 画像のみが処理対象となります。

これは、処理に埋め込まれた EPS 画像の元 TEX データを利用するためです。

　なお、SpicyEPSEdit.exe プログラムは、SpicyLibra をインストールしたフォルダーにできる「ツール」フォルダー

に保存されています。

①起動
　SpicyEPSEdit.exe をダブルクリックし起動します。次のメイン画面が表示されます。

以下に、画面の説明を行います。

●メニュー
・【ファイル】
「保存 / 別名で保存」：現在バージョンでは同一の機能で、編集データを TEX データとして保存します。
「印刷設定」：編集エリアの TEX テキストを印刷するための印刷設定を行います。
「プレビュー」：印刷プレビューを行います。
「印刷」：編集エリアの TEX テキストを印刷します
「終了」：プログラムを終了します。

・【編集】
「取り消し」：直前の修正を取り消します。
「やり直し」：「取り消し」た修正を再実行します。
「検索」：編集テキスト内の文字（列）を検索します。
「置換」：編集テキスト内の文字（列）を指定した文字（列）に置換します。
「切り取り」：選択した文字（列）をカットします。
「コピー」：選択した文字（列）をコピーします。
「貼り付け」：「コピー」した文字（列）をペーストします。
「削除」：選択した文字（列）を削除します。

ソースデータ編集エリア

取得画像確認エリア
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「すべて選択」：編集エリア内の文字（列）をすべて選択します。

・【表示】
「フォント」：選択したテキストの表示フォントを設定します。
「フォントカラー」：選択したテキストフォントの色を設定します。
「背景色」：編集エリアの背景色を設定します。
「折り返し」：ワードラップの設定 / 非設定を行います。
「前面に固定」：本プログラムをパソコン画面の最上位ウインドウに固定します。

・【環境】
「TEX 環境」：取得画像表示エリアへの TEX データ→ JPEG 画像変換などを行うプログラムの設定などを行
います。選択すると次の画面が表示されます。

- プログラムフォルダーボタン　→　TEX データを変種したのち、編集したデータから InDesign に貼り込
む EPS 画像を作成するのに必要なプログラムの保存フォルダーを設定します。

- ワークフォルダーボタン　→　上記処理を実行する場合に作成した中間ファイルなどを保存するのに使用
するフォルダーを設定します。

-TEX 参考 URL ボタン　→　ヘルプメニューで「TEX 参考サイトを表示する」を選択したときに表示させる
TEX コマンドの説明サイトなど、TEX データ編集に参考となるサイトの URL を設定します。

- 実行プログラム設定　→　TEX データから JEPS 画像を作成するまでのプログラムと与えるパラメータ、
作成されるファイル名を１行として、処理順番に記述します。プログラムファイル名は拡張子も記入しま
す。なお、プログラム欄には、通常プログラム名だけを記入しますが、「プログラムフォルダー」にない
ものに関しては、絶対パスを記入します。ファイル名に関しては、基本名を「%1」として、すべてのプ
ログラムで利用できるように設定します。

- 行削除ボタン　→　実行プログラム設定表での行削除を行う場合に、削除候補行をマウスで選択し。この
行削除ボタンをクリックします。

- 設定参考地の読み込みボタン　→　実行プログラム設定に参考となる例示記入例を表示させます。
- 中止ボタン　→　設定した値を登録せずに呼び出し画面に戻ります。
- 適用ボタン　→　設定した値を登録し呼び出し画面に戻ります。
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「操作環境」：エディタに表示されるテキストなどのデフォールトのフォントや色などを設定します。

-「更新終了時に終了メッセージを表示する」チェックボックス　→　InDesign への編集済み EPS 画像をの
再貼り込みが完了した時点で、終了メッセージを表示するか否かを設定します。

- フォントボタン　→　TEX テキスト編集エリアのテキスト表示に使用するフォントを選択します。
- 文字色ボタン　→　カラーピッカーよりフォントに適用するカラーを選択します。
- 背景色ボタン　→　カラーピッカーより編集エリアの背景色を選択します。
- キーワード設定　→

＜キーワードの区切り文字テキストボックス＞：TEX コマンドと通常文字との区切りとなる文字を連
続して記入設定します。
＜キーワード区切り文字のうち、キーワード扱いするもの＞：上記キーワード区切り文字のうち、自分
自身もコマンド文字にせっていされる文字を連続で設定します。
＜キーワード文字列＞：キーワードとして表示を扱う文字列を、半角カンマで区切って設定します。

- キー文字色ボタン　→　キーとして表示する文字列に適用する色をカラーピッカーで選択設定します。
- コメント文字色ボタン　→　コメントとして表示する文字列に適用する色をカラーピッカーで選択表示し

ます。
- 中止ボタン　→　設定を適用せずに呼び出し画面に戻ります。
- 登録ボタン　→　設定を登録して呼び出し画面に戻ります。設定した内容は、直ちに現在表示されている

編集画面に反映されます。
※キーワードとして設定するコマンドや区切り文字などを新たに追加設定した場合、うまくキーワードとして認
識されずに、キーワード表示に設定したフォントカラーにならない場合がありますことを予めご了承ください。
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「プレビュー環境」：InDesign ドキュメントより貼り込まれた修正対象の TEX-EPS 画像から TEX データを
取得する際に、確認用の JPEG 画像を表示させる時、TEX データから JPEG 画像を作成するのに使用する
gswin64c.exe のパスなどを設定します。

-GSView 選択ボタン　→　gswin64c.exe の絶対パスを設定します。
-GSView 設定解像度コンボボックス　→　変換する JPEG 画像の解像度を 72/300/600dpi の中から選択しま

す。
- 中止ボタン　→　設定を登録せずに呼び出し画面に戻ります。
- 登録ボタン　→　設定を登録して呼び出し画面に戻ります。

・【ヘルプ】
「TEX 参考サイトを表示する」：TEX データを修正するときなど、「TEX 環境」で設定した URL のサイトを表
示し参考にします。

「TEX エディタについて」：本プログラムのバージョン表示を行います。

●画面内ボタン
・【エンコーディング】

TEX データの文字エンコーディングを「SJIS/UTF-8/UTF16」から選択設定します。
・【取得時表示画像用 JPEG 変換方法】

確認 JPEG 画像作成方法を「画像表示なし /Adobe Illustrator で変換 /gohstscript で変換」から選択設定します。
・【リセット】

編集エリア、確認画像表示エリア、エンコーディング等を初期化します。
・【取得】

InDesign に貼り込まれた TEX-EPS 画像から TEX ソースデータを収録します。
・【更新】

編集した TEX データを EPS 画像に変換し、選択されている InDesign のフレームに貼り込みます。
・【終了】

プログラムを終了します。

●ソースデータ編集エリア
取得した TEX ソースデータを表示し、編集するエリアです。

●取得画像確認エリア
取得した TEX-EPS 画像の画像を確認表示するエリアです。ただし、「画像表示なし」が選択されている場合には、
表示されません。

※ ghostscript を起動するフロントエンドには、gsview,gswin などがありますが、本バージョンでは、
gswin64c.exe を利用した稼働テストを行っておりますので、ボタン表示などは gsviewの名称となっていま
すが、実際のプログラムは、gswin64c.exe の使用を前提とした説明となっています。
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②操作方法
●位置で説明した環境設定を行います。特に、TEX環境は必須となります。他は、とりあずデフォールトのままで、

必要に応じて設定値を変えることで構いません。なお、複数の画像を連続して修正を行う場合、本プログラム
画面と InDesign 画面との間で、マウス操作での画面切り替え動作が頻繁に起こるため、本プログラムの画面
表示順序を最上位にしておき、連続画面切り替えでも、常に本プログラムを最上位に表示させておくことも可
能です。ただし、その場合、エラー表示や処理終了メッセージダイアログは表示されません。

● InDesign のドキュメントをオープンし、修正対象の TEX-EPS 画像を選択します。

●「取得」ボタンをクリックし選択されている TEX データを取得し、編集エリアに取り込みます。この時、
ghostscript を使用して確認画像作成の設定をしておくと、画像表示エリアに選択した画像が表示されますの
で、現在修正しているのが、間違いなく対象の画像であることを確認できます。
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●編集エリアにて必要な修正を行います。
ここでは、先頭の e の -5x 乗を -7z 乗に変更してみます。

●「更新ボタン」をクリックします。InDesign の該当する EPS 画像が修正された画像に置き換わります。
　

Indesign に貼り込まれた EPS 画像が修正後のものになっているのが確認されます。ただし、本プログラムの
取得時の確認画像は変更されませんので注意してください。
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付　録

　この章では、知っておくと役に立つ SpicyLibraの TIPS を紹介します。

１）　インデザインリカバリーデータの削除

　ヘルプメニューの弊社ロゴマークをダブルクリックすると、リカバリーデータを削除許可のメッセージが表示され、

ＯＫをクリックすると、インデザインのリカバリーデータなどを削除します。

　インデザインを起動する際に、「Ctrl	+	Sift	+	Alt」キーを押しながら起動するのと同じように、異常終了などで保存さ

れたリカバリーデータを削除します。

　リカバリーデータがどのフォルダーにあるかは、ＯＳによって異なるため、本機能がうまく動作しない場合もありま

す。なお、何のファイル、フォルダーにアクセスしたかは、実行後のメッセージボックスに表示されますので、お使い

のインデザインの環境とは異なる場合には、ご使用されないようにお願いします。
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２）　フレーム名称の挿入および削除

　フレーム名称とデータ項目とのマッピングを行う場足、既存のインデザインテンプレートに、フレームを追加した

り、削除したりした場合、再度マッピングを行おうとすると、これまでは、また、新規扱いで作成しなければなりま

せんでした。

　ほとんど作り替えとなり、１，２個のフレームの場合、きわめて無駄な作業を行わないといけなかったということ

が言えます。

　そこで、フレーム名称リストビュー内にて、マウスを右クリックし、挿入・削除のダイアログを表示させ、新規の

フレーム名称を挿入したり、不要になったフレーム名称を削除したりすることができるようになりました。

ただし、このリストビューのところでフレーム名称の挿入・削除を実行してしまうと、本当にテンプレートに該当す

るフレームがあるのかといったことやデータマッピングの設定項目の中に、削除してはいけないフレーム名称が設置

されているのではないかということなどがチェックでいないまま、定義データが書き換えられてしまいますので、処

理に支障が出る可能性があります。

　ご使用に際しては、この点を十分ご配慮のうえお使いください。
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３）　排他制御
　弊社製品では、ホットフォルダーを使用したインデザインの自動処理機能を SpicyLibra以外でも実装しているも

のがあります。そのようなプログラムを１つのコンピュータで動かす場合、インデザインは、シングルインスタンスで

あるため、同時に自動処理で利用することができません。

　SpicyLibraを起動する場合に、コマンドラインのパラメータとして文字列「排他制御」を指定することで、他の

プログラムがインデザインの使用を終了するのを待ち、終了後に、処理を開始するということを実現しました。

　ただし、あくまでも弊社製品で、同一の排他制御機能を設けているプログラムとの関係にのみ有効です。他社製品及

び弊社製品でも排他制御機能を実装していないものとは排他制御でのインデザイン利用の制御はできません。

　なお、コマンドラインから「排他制御」の文字列を与えるには、SpicyLibra.exeのショートカットを作成し、プ

ロパティでパラメータ文字列を設定します。

　また、SpicyLibra自体もシングルインスタンスであり、多重起動はできませんので、排他制御機能が実装されても、

同一製品を、同じコンピュータで複数起動することはできません。
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SpicyLibra® の秘密 ・ ・ ・ ？

教えましょう。

それはフレームセットにあります。
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1. まず何をしたいのか。
　名刺、宛名、住所録、PoP、・・・・・・・。

　そうだ、簡単な名刺を作ろう。

2. レイアウトより、まずデータ。
　次のようなデータを例にとります。

1, 秋山　一郎 ,1430016, 東京都大田区大森北 1-1050-3,, 案内 02.txt, 春の新作がそろいました , 靴 01.jpg,

2, 横田　佐知子 ,1620823, 東京都新宿区神楽河岸 105-2-3, 神楽レジデンス 603, 案内 01.txt, ご結婚記念日おめでと

うございます , 女性 03.jpg

3, 長谷川　豊 ,1210836, 東京都足立区入谷 555-85,, 案内 03.txt, お子様とご一緒にどうぞ , 置物 01.jpg

4, 富岡　祐美 ,2470056, 神奈川県鎌倉市大船 698-3,, 案内 04.txt, プレゼントを用意しております , スーツ 01.jpg

5, 笹本　祥子 ,2521121, 神奈川県綾瀬市小園 3-987-56, 綾瀬ハイツ 203, 案内 05.txt, 良品を取り揃えております , 女

性 02.jpg

　どの項目を印刷しようか。

　よし、2項目目の「名前」と４項目目の「住所」と７項目目の「画像」にしよう。

３．項目に合わせた数のインデザインのフレームを作成。
　3項目のデータを使うので、3つのフレームが必要ですね。

４．これだけでは、どのフレームにどの項目が適用されるのか

分かりませんので、フレームに名前を付けます。
　わかりやすく一番左を「名前」、真ん中を「住所」、一番右を「画像」としよう。

　SpicyLibraのフレーム名称設定ダイアログを表示させ、各々のフレームに、この名前を付

けます。

　

名前 住所 画像
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名前 住所 画像

名前 住所 画像

名前 住所 画像

ここからが、重要な考え方になります。

５．一体、1頁にいくつ、名刺を入れるの？
　よーし、3個にしよう。

　3個にするということは、1頁に３レコードを必要とすることです。

６．SpicyLibraの基本的な処理方法を理解しましょう。
　SpicyLibraでは、処理するページごとに、前もって、必要なレコードをメモリーに読み込

んでおきます。

　この例ですと、３レコード /ページなので、データ例の１－３までを読み込みます。

　そして、順番にそのページ内だけのレコード番号を、１、２、３と振ります。

　さて、1頁に 3個の名刺なので、先ほどのフレームは、１レコード分ということになりますね。

　SpicyLibraでは、この 1レコード分のフレームの集まりを「フレームセット」と呼びます。

　そうすると、3個の名刺を作るのには、１フレームセットしかないので、足りませんね。

　そこで、残り２フレームセットを追加して、３レコード分のフレームセットを作らないとい

けないわけで、先ほど作ったフレームセットをコピーします。

　さて、こうすると、データ項目 3項目　X　3レコード　＝　９フレーム (3 フレームセット )

の計算通りに、データを挿入するのに必要なフレームの数を揃えることができました。

　でも、待ってください、同じフレーム名のフレームが３個ずつあって、データレコードのど

のレコードの項目がどれに対応するのかわからないのに挿入できるんですか？

そうです。 
ここで、フレームの枝番号の考えが出てくるわ
けです。
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　SpicyLibraでは、この問題を解決するために、読み込んできたレコードと同じ番号、つま

り枝番をフレームセットにつけて区別することにしました。

　ですから、読み込んできた３レコードのページ内での順番（ページごとに、そのページに必

要なレコードが読み込まれ、番号は、1,2,3,・・・・と付けられます）に対応するフレームセッ

トに、そのレコード番号を付ける作業を行う必要があるわけです。

　こういう風に、枝番を振ることで、読み込んできたレコードが、どのフレームセットに、対

応するのかが決まりました。

でも、フレームセットとレコードの関係は決ま
りましたが、フレームセットの中の各々のフ
レームは、勝手に名前を付けただけで、レコー
ドのどの項目かは、わからないのでは？

　そうです、まだ、データ項目とフレームとの関係が決まっていませんね。

　それを、SpicyLibraのメイン画面の設定で行うわけです。

名前-1 住所-1 画像-1

名前-2 住所-2 画像-2

名前-3 住所-3 画像-3

住所
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　一番左の項目番号と一番右のフレーム名を関連づけることで、ようやく、データ中の項目が、

ある特定の１つのフレームに対応するということが確立したことになります。

　あとは、テンプレートのフレームの位置、形や属性を決めたり、SpicyLibraCS画面で、デー

タをどういう加工しながらフレームに適用するのかを決めていくということになります。

7．結論
　ですから、フレームにつける名前と枝番はいい加減につけられたものではなく。

　「フレーム名 - 番号」というフレームの名称付けは、

項目番号 - ページ内でのレコード番号

という、自分のフレームに適用するデータを特定する ID番号なのです。

　SpicyLibraを初めてお使いの方が、「テーブル作成」でエラーに陥る多くが、このことを

ご理解していただく前に、フレーム名と番号を付けたり、付けなかったりすることに起因する

ことが多いといえます。

以上から注意することは、

① .	 	枝番が「１」で始まらない「フレーム名」は。あってはならない（1ペー
ジ 1レコードでも枝番の「１」は付ける）。

② .	 	「フレーム名」と「枝番」を繋ぐマイナス記号や数値は半角記号・数字
であり、その他のスペースなどが入っていてはいけない（枝番の設定
には、ダイアログの「枝番付加」ボタンを使用し、テキストボックス
の直接入力することは、なるべくひかえる）。

③ .	 	同一のフレームセット内では、枝番は変化しない。変化するのは、フ
レームセットすなはち、レコード番号が変わる時だけ。

ということです。

　よくある勘違いが、データレコードの先頭を項目名を記述するようになっている場合、

名前、住所 1、住所 2、住所 3、・・・・・

のように記述されていて、住所の「フレーム名」を次のように付けてしまうことがあります。

住所１-1 住所2-2 住所３-3



－ 269 －

　一見すると正しいように見えますが、一つのフレームセットの中で、枝番が「１」、「２」、「３」

と増加しています。こういうことはありません。

　これでは、「住所 2」や「住所 3」のフレーム名の枝番「１」がないため、エラーとなってし

まいます。

8. 応用
　「テーブル作成」がいったん終了すると、基本的なレコード内の項目とフレームとの対応関係

の情報が SpicyLibr内に構築できたので、この後に、テンプレート中のフレームを削除した

りしても一向にかまいません。プログラムは、テンプレートからフレーム名のリストを作り、

該当するデータレコード項目を取得し、フレームに適用するだけですので、実際の処理時にフ

レームとして存在しないものには、何も処理を行いません。

9. 最後に
 　以上で、説明を終了しますが、碁盤の目に並べた行と列のデータ項目を、やはり碁盤の目の

ように並べたインデザインのフレームに、対応させる（写像）というイメージでお考えいただ

ければ、一つ一つの項目とフレームを特定するための仕掛けである、「フレーム名」と「枝番」

の関係をご理解いただけるものと思います。

　なお、「くし刺し面付」の場合には、番号をプログラムで自動発生し、入力データファイルの

代わりとしますので、メイン画面の「ページ作成方法」を正しく「くし刺し面付」にし、「パス

設定」画面に移行したのち、入力ファイルの設定をする必要はありません。

　また、「簡易 PDF 面付」の場合には、入力ファイルは、SpicyLibra のメニュー「面付け基本デー

タ作成」にて作成したファイルを入力ファイルとして指定しなければなりませんので、注意し

てください。

　この一文が、皆様のお役にたてれば幸いです。

2020 年４月 5 日

有限会社スパイシーソフト



－	270	－

SpicyLibraは、ご使用に際し、動作させるコンピュータ１台に対し、１ライセンスが必要となります。
　ここでは、ライセンスの取得に関する手順を記述いたします。
　ライセンスは、Ver3.0 以前は、弊社の発行するライセンスキーファイルを使用したソフトウエア方式としてきま
したが、Ver4.0 より、USB フラッシュメモリーを使用したハードウエアライセンスキー方式に変更いたしました。

①ハードウエアライセンス方式
　USB 固有の番号を利用したライセンス方式で、SpicyLibraを起動するたびに、USB フラッシュメモリーにア

クセスし、ライセンスをチェックします。

　ソフトウエアライセンス帆式と異なり、USBメモリーキーさえあれば、コンピュータは（稼働条件さえ適合すれば）

特定いたしませんので、日常的には、デスクトップパソコンで使用し、デモなど顧客への訪問時にはノートパソコ

ンで使用するということも可能です。

　ただし、いずれのコンピュータにも、InDesign をはじめとするソフトウエア環境がなければなりません。

　また、USB2.0 仕様の USB フラッシュメモリーが、お使いのコンピューターで使用できなければなりません。

② USB メモリーキーの取得

　　ご購入いただきましたお客様には、弊社より USB メモリーキーを送付いたします。
　USB メモリーキーを紛失なさった場合、有償での再発行となりますので、紛失されませんよう、十分お気を付

けください。

③ USB メモリーキーの使用
SpicyLibraが起動されていない時に、弊社より送付しました USB メモリーキーを、ご使用されるコンピュー

タのいずれかの USB ポートに差し込みます。

SpicyLibraが起動している時に、USB メモリーキーを挿しても、即座にライセンスは有効になりません。起

動時にチェックにいきますので、起動する前に挿入されている必要があります。

④ライセンスの確認
　お客様が、現在使用しているライセンスキーコードを知る場合には、

　メニューで、「ヘルプ」－「ライセンス」－「ライセンス確認」を選択し、ライセンスの状態を確認することが

可能です。

⑤オープンソースソフトウエア
　本製品は、ライブラリーとして、オープンソースソフトウエアである iTextSharp 及び ZintNet を、それぞれ

GNU	GPL のライセンスの下に使用しております。

　これらのライブラリーをリンク使用している関係上、本プログラムの使用は、日本国内のみとさせていただきま

す。

ライセンス
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SpicyLibra 使用許諾契約書

　本使用許諾契約書は、お客様と有限会社スパイシーソフト（以下「スパイシーソフト」といいます）との間に締結
される法的な契約書です。
　SpicyLibra 及びマニュアル ( 以下「プログラム等」といいます）を、インストール、アクセス、ダウンロード、複製、
または使用することによって、お客様は、本契約の各条項に拘束されることに同意したものといたします。
　本契約書は、SpicyLibra の評価版・製品版を問わず、適用されるものです。

１．許諾される権利について
　スパイシーソフトは、本契約に基づき、以下の非独占的かつ譲渡不可能な使用権をお客様に許諾します。

⑴　プログラム等のコピー１部を、１台のコンピュータにインストールし、使用する権利。
　　当該コンピュータが複数のコンピュータに接続され、複数のコンピュータから、プログラム等を利用する場合

には、複数台での使用ライセンスを必要とします。
(2)　保存のみを目的とした、プログラム等のバックアップコピーをする権利。

２．著作権等
⑴　プログラム等及びプログラム等に付属する、すべてのデータ、商標、著作、ノウハウ及びすべての知的財産権

は、スパイシーソフトまたは著作権者に帰属します。これらのいかなる権利も、お客様に譲渡し帰属させるもの
ではありません。

⑵　お客様は本製品をリバースエンジニアリング、逆コンパイル、または逆アセンブルすることはできません。
⑶　お客様は、プログラム等およびプログラム等に付属する一切のデータを、スパイシーソフトならびに各著作権

者の承諾なしに、第三者へ、賃貸、貸与、販売、または譲渡することはできません。
⑷　お客様において、プログラム等に基づいて作成されたデータについては、本契約書の各条項は、適用されません。

３．保証の限定、損害に関する免責
⑴　プログラム等を収録した媒体に瑕疵があり、インストールできない場合には、スパイシーソフトは当該メディ

アを無償交換いたします。ただし、原則として、交換できるのは、ご購入いただいてから 30 日以内に瑕疵が発
見され、申し出があった場合とします。期間経過後は、有償での交換となります。

⑵　本製品が、ハードウエアキーを使用したプロテクションを施したものである場合、ハードウエアキーに瑕疵が
あり、プログラム等が使用できない場合、ご購入から 30 日以内は、初期不良として無償で交換させていただき
ます。期間経過後は、有償での交換とさせていただきます。

⑶　本製品が、ソフトウエアキーを使用したプロテクションを施したものである場合、プログラム等をインストー
ルしたお客様のコンピュータに不具合が生じ、プログラム等を使用できなくなったときに、別コンピュータに再
インストールするには、新たなソフトウエアキーが必要となります。新たなソフトウエアキーの発行は有償とな
ります。また、使用が不可能になったコンピュータの廃棄証明書など、すでに使用しないことが証明できる書類
を添付していただく必要があります。

⑷　前項以外の場合を除いては、スパイシーソフトおよび著作権者は、プログラム等およびプログラム等に付随す
るデータに関して生じたいかなる損害についても保証いたしません。

⑸　無償保証期間経過後、ハードウエアキーの再発行を希望される場合、交換を希望されるハードウエアキーがあ
る場合には、再発行手数料 5,000 円にて交換させていただきます。交換されるハードウエアキーを紛失された
場合には、製品定価の半額を申し受けますので、くれぐれも紛失なさらないように注意してください。

　ハードウエアキーではなく、ソフトウエアキーの場合、使用していたコンピュータの廃棄証明証などがある場合
には、再発行手数料 3,000 円にて、また、廃棄証明賞等がない場合には。製品定価の半額にて再発行させてい
ただきます。

４．契約の解除
⑴　お客様が、本契約に違反した場合、スパイシーソフトは本契約を解除することができます。その場合、プログ

ラム等及びプログラム等の付随するデータの一切、及びそれらを複製したものの一切を使用することができませ
ん。この場合、お客様は、プログラム等およびプログラム等に付随するデータの一切を遅滞なくスパイシーソフ
トに返還し、プログラム等およびプログラム等に付随するデータの複製物は破棄する義務を負うものとします。
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⑵　前項の場合、スパイシーソフトは、本契約の下で支払われた対価を返還いたしません。

５．製品内容の変更
　スパイシーソフトは、本製品改良のため、お客様に対して何らの予告なしにプログラム等およびプログラムなど

に付随するデータの仕様を変更することがあります。

６．その他
⑴　本契約に起因する紛争が生じた場合は、東京簡易裁判所または東京地方裁判所のみをもって、第一審の管轄裁

判所とします。
⑵　お客様は、事前の承諾なくプログラム等およびプログラム等に付随するデータを国外に持ち出すことはできま

せん。

    2025 年 11 月 30 日

   			   有限会社スパイシーソフト
	 	 	 〒 143-0011 東京都大田区大森本町１-8-12-S104
	 	 	 	 	 	 URL: https://www.spicy-inc.jp
	 	 	 	 	 	 Mail: info@spicy-inc.jp
	 	 	 	 	 	 TEL: 03-6450-0834
	 	 	 	 	 	 FAX: 03-6450-0834
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１．管理・基本機能
● JOB（プロジェクト）フォルダー作成
●処理関連ファイルパス設定
●データ項目・テンプレートフレームマッピング
● JOB 定義ファイル保存・読込み
●ホットフォルダー（フォルダー監視）
● InDesign プラグインによるフレーム名設定

２．入力
● CSV ファイル　● TAB 区切りファイル
● XMLファイル（表互換形式ののWell-FormedXML）
● EXCEL97 ～ 2010 データ（.xls, xlsx, xlsb, xlsm）
● ACCESS2000 ～ 2010 テーブルデータ (.mdb, .accdb）
●最大 5項目複製
文字エンコードは Shift-JIS、UNICODE（BOM付）。

３．出力
● InDesign ドキュメント (.indd）
● PDF・インタラクティブ PDF ファイル
　（PDF のドキュメントとは別のフォルダーへの出力可能）
● EPS/JPEG（頁分割）●HTML/EPUB ファイル
●Watermark 設定　●プリントアウト（ページ毎、全頁一括）
同時出力指定可（一部は不可の組み合わせがあります）。
４．処理制限
●処理データ項目：最大 100 項目
●項目複製：最大５項目
●定義可能テンプレート頁数：２頁
●マスター頁数：InDesign の許可する最大数
●頁あたりフレームセット数：99 フレームセット

５．頁処理
●出力ドキュメントの頁分割（分割ページ数指定）
●開始ノンブル指定　●単頁・見開き（２頁）処理
●強制改頁、マスター切替え　●ブック作成

６．強制改頁
●文字列不一致（前レコード同一項目・特定文字列比較）
●数字桁不一致（数字列の特定桁を前レコードと比較）
強制改頁以降に適用するマスターを設定可能。
７．文字列挿入
●単純挿入
・ プレーン文字列挿入（パラメータの設定で段落・文字ス
タイルの指定などが可能）
・ SpicyTag文字列挿入（InDesign の組版機能の多くをタ
グにて指定可能）
・ 固定データ付加（前置、後置、別項目付加）、常時鼠入、Eメー
ル挿入 ( データ中に@がない場合に文字列付加）
・データ先頭文字列削除
●人名字取
・標準（５・７字取、字間固定。モノ・グループルビ可能）
・ カスタム（５～９字取、字間はユーザー定義にて可変。
モノ・グループルビ、CID 入力・異体字の設定可能）

●数字桁どり（算用数字、漢数字）
● 数字フラグ（数値により、挿入文字列・アセットの選択候
補から条件に合致するものを挿入します。オブジェクトス
タイルの選択適用も可能）。フラグで指定された番号の別

項目挿入
●柱（先頭、末尾、先頭―末尾、全件）
●住所漢数字変換　●漢数字変換
●郵便枠（盾組・横組、数字分割）
●数値発生（ナンバリング）　●日付発生
●NW7/Code39/ITF バーコード（フォントにて表示）
●郵便カスタマバーコード（個別番号、特別代表番号対応）

８．外字・サロゲートペア文字対応
● カスタム・標準人名字取において、外字（UNICODE 私用
領域文字）のフォントを指定の外字フォントに自動変換
●  UNICODE 変換テーブルにて、2バイトの UTF-16 に加え、
4バイトのサロゲートペア文字への変換に対応

９．テキストファイル流し込み
●プレーンテキストファイル
● InDesignTAG ファイル
グリッドフォーマットの適用・不適用選択可能。

10．文字差込
● テンプレートファイル中に貼り込まれたテキストのプレー
スホルダ―文字列を置換。
● テキストファイルを流し込む際に、ファイル中に記述され
たプレースホルダ―文字列を置換
●パステキスト中のプレースホルダ―文字列を置換。
パステキストは１個、その他は 30 個のプレースホルダ―が
設定可能。

11．表
● 通常表：表セルに 1項目中に記述されたデータを区切り文
字で分割し、順番に文字列、画像、アセットを挿入
● 積み木表：表セルとデータ項目をマッピングして文字列、
画像を挿入。未挿入行の削除指定が可能。テンプレート中
に設定されているプレースホルダー文字列の置換。前置・
後置文字列付加（常時挿入、Eメール挿入）
● 連続表：1頁用データレコードすべてを１つのフレーム内
の表にマッピングして挿入。入力データの行列変換が可能

12．画像挿入
● 単純画像挿入。画像フィット（比例縮小、センター、均等、
内容にフィット、フレームにフィット、比例縮小後セン
ター）の指定が可能
●  dxf ファイル挿入（Illustrator を使用し、dxf ファイルを
JPEG に変換しての貼込み）

● ２次元バーコード：QR/MicroQR コード
●  1次元バーコード：JAN8/13、NW7、CODE39、CODE128(A/
B/C)、コンビニ料金収納代行 (EAN-128)、GS1-128、GS1 
DataBar(Standard/Truncated/Limitted/Stacked/Stacked 
Omnidirectional)、ISBN 書籍 / 定期刊行物バーコード

● イメージバリアブル（Illustrator・Photoshop にて入力文
字列を画像に埋め込み加工し、フレームに貼込み）
●グラフ（Ilsutrator にてグラフを作成し貼込み）
●  TEX（数式・化学式など TeX テキストを EPS 画像に変換し
貼込み）

13．テキスト・画像同時挿入
● 画像フレーム内に画像を挿入し、、同時に画像フレームの
パスにテキストを挿入

14．オブジェクトの変形制御
● テンプレートに貼り込み済みのテキスト・画像フレームあ
るいはバリアブル挿入画像を変形（回転、削除）制御

15．くし刺面付け
● 複数のテキストフレームに対して、異形式のくし刺しナン
バリング

16．PDF 面付け
●平閉じ 4，8，16，32，64 面
● 1つの PDF ファイル内の連続ページを面付け
● EPS/JPEG 画像（1頁１ファイル）を指定頁分面付け

17．あふれ・アンダーフロー処理
● あふれ処理①：30％まで最小 1％刻みで、
込む（ステップは 1～ 10％の間）。その後、あふれている
場合には、文字サイズ、行間を縮小しての追込む

●あふれ処理②：段落を 1行に収める段落追込み
●あふれ処理③：次ページの同一フレームに追い出す
● アンダーフロー処理：テキストフレームを内容に合わせ縮
小（1段組み）

18．各種テーブル編集
● 個別郵便番号、UNICODE 変換、住所や縦組文字変換、属
性変更、カスタム人名字取、段落スタイル、実体参照テー
ブルの作成・編集

● PDF 面付け基本テーブルの作成・編集
●  TEX データ処理環境設定（TEX データをフレームに埋め込
むので、付属の TEX エディタにて編集することが可能）

19．ユーティリティ
● ●敬称挿入
●  検索文字列挿入（検索文字に一致した場合に指定の文字列
を挿入）

●正規表現文字列挿入・抽出（正規表現にて置換等実行）
●単純文字列挿入置換
●項目処理（項目の追加、削除、分割、結合、複写）
●行処理（行削除、行抽出、行複写、同業処理）
● 並び替え（最大３項目までを対象に、昇順・降順にてレコー
ドの並び替え）

●通常ファイル処理（CSV ファイルの結合・分割）
●  PDF ファイル処理（PDF ファイルのページ分割と結合）
● ファイル形式変換（EXCEL->CSV などファイル形式の変換）
●  PDF ウォーターマーク（PDF ファイルに、テキストある
いは画像をウォーターマークとして挿入し、同時にファ
イルに対するパスワードの設定も可能）

●  PDF 画像変換（Illustrator を利用し、PDF ファイルから
SVG/Photoshop/EPS/JPEG に変換）

● 外字処理（データ中の外字文字を SpicyTag で囲む、私用
領域変換テーブルを利用したコード変換、等）

SpicyLibra2024 Ver12.0 主要機能一覧

動作環境
O　S： Windows 10/11(.NET4.8以上、64ビット )

C P U： Intel i5/i7/i9 同等以上推奨

メモリー： 2G 以上推奨
H　D： 60G 以上空き容量
D T P： Adobe InDesign2024(64 ビット）

選　択：  Access DataBase Engine 2010、Adobe 
I l lus t ra to r2024、Photoshop2022

TEX 環境（latex, dviout など）

SpicyTag


